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1. 長寿命化修繕計画の目的 

 

1)背景 

【飯豊町の地理】 

飯豊町は山形県西南部、最上川の源流部に位置

し、北は長井市、南は福島県喜多方市とそれぞれ

隣接しています。町の北東部は白川の水と肥沃な

耕地を利用した農業地帯で、南部は飯豊連峰に連

なる山岳で覆われています。 

【飯豊町の環境】 

○ 本町は置賜白川をはじめとして大小多くの川が

流れており、他の町に比べて多くの渡河橋梁を

抱えおります。また、中には孤立する集落に架

かる橋梁もあります。 

○ 県内でも有数の豪雪地帯で、冬期には閉鎖され

る区間もあります。冬期の平均最低気温も低く、

コンクリート部材の凍害による損傷が多く見ら

れます。 

○ 道路の凍結を防止するため、交通量の多い路線

では凍結防止剤を散布している箇所もあり、塩

害や鋼部材の腐食が懸念されます。 

【飯豊町の現状】 

○ 本町は２０２２年現在で、16９橋の橋を管理し

ており、このうち、建設後 50年を経過する高齢

化橋梁は、８８橋で全体の半数以上の５２%を占

めております。このまま架替えを行なわなけれ

ば、２０年後にはこの割合が 1４９橋、8８%に

増大します。 

○ 老朽化が進むこのような中、これまでの「傷ん

でから治す、対症療法的な修繕」をこのまま行

っていくと、近い将来には維持管理コストの急

激な増加により、適切な維持管理が困難になり、

道路の安全性が低下することが懸念されます。 

  

 

▲飯豊町の位置 

【現在】 

▲供用後 50年以上の推移 

【２０年後】 
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2)目的 

○ このような背景から、限られた予算の中で道路の安全・安心を確保するため、これ

までの「傷んでから治す、対症療法的な修繕」から「傷みの小さいうちから計画的

に治す、予防保全的な修繕」へ移行することで、橋梁の長寿命化によるコスト縮減

及び平準化を図ることを目的として、長寿命化修繕計画※を策定します。 

※長寿命化修繕計画；点検結果に基づき、維持管理方法・補修方法や架替え及び点

検の時期を定めた計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲架設年・橋種別の橋梁数分布 

▲橋種別の内訳 ▲橋長別の内訳 
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2. 長寿命化修繕計画の推移と達成状況 

1)管理橋梁数の変更 

前回の修繕計画策定から新たに架橋した橋梁もあり、全管理橋梁数は 16７橋から 16

９橋（２橋増）へと変更になりした。 

2)橋梁の管理体制 

道路パトロール（4 回/月）を実施し、管理橋梁の状況を確認しています。また、地震

などの災害発生時や冬季封鎖解除前にパトロールを実施しています。 

橋梁の定期点検は道路法の改正により、5 年に 1 回の頻度で飯豊町の全管理橋に対し

て近接目視点検を実施します。損傷写真の撮影は、前回の点検時と同一アングルで撮影を

行い損傷の進行度を推定する思慮とし今後の維持管理計画に役立てます。 

3)修繕の実施状況 

前回の計画策定以降 1１橋の修繕を実施しました。なお、修繕が未実施となる橋梁は道

路パトロールにより、安全性の確認を行っております。 

4)架替の実施状況 

前回の計画策定以降に、１橋の架替を実施しました。維持管理性に優れる BOXカルバ

ートに架替を実施し、予防保全の考え方で管理を行います。 

5)長寿命化修繕計画による効果 

前回の長寿命化修繕計画策定から修繕を行った橋梁は 1１橋あります。修繕を計画的に

実施したことで、利用者の安全かつ円滑な交通の確保をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲川内戸橋(橋長 38.5m) 

防護柵等の交換を実施し、利用者の安全性の向上を図った。 

【補修前】 【補修後】 



3. 長寿命化修繕計画の対象橋梁 

4. 健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 

 

1)健全度の把握の基本的な方針 

橋梁の健全度の把握は、橋梁の架設年次や立地条件を十分把握した上で山形県の

「橋梁点検要領」等に基づき５年に１度、近接目視による定期点検を実施します。ま

た 4回/月に道路パトロールを引き続き実施します。 

・町職員または専門家による定期点検(１回/５年) 

・専門家による橋梁診断(定期点検後；1回/5年) 

 ※山形県県土整備部による技術的助言も受けて診断します。 

・専門家による詳細点検・調査(橋梁診断後に異常が認められた場合) 

 ※この際、町職員も同行して状況の把握と点検・調査に関する知識の向上に努めます。 

・地震などの災害時には、町職員が緊急パトロールを実施し、応急復旧（段差の改

善など）の対応をします。 

・冬期閉鎖区間内の橋梁については、閉鎖解除時にパトロールを実施して安全性の

確認を実施します。 

2)既存の点検・診断データの利活用 

過去の点検データなど既存データは、山形県道路橋梁メンテナンス統合データベー

ス（ＤＢＭＹ）による利活用を積極的に検討します。利活用方法は、山形県県土整備

部ならびに（公財）山形県建設技術センターと協議・検討を行います。 

3)日常的な維持管理に関する基本的な方針 

橋を良好な状態に保ち、通行の安全を確保するために、清掃や道路パトロールに合

わせた状況把握などを実施します。また、担当職員については、山形県等が主催する

橋梁点検や橋梁補修に関する講習会等に参加し、劣化や点検方法に関する知識や見識

を深め、日常管理に役立てていきます。 

4)住民との連携、住民からの通報制度 

地区の清掃に合わせて、安全な範囲で橋面の清掃等を住民と協同して実施していけ

るように検討いたします。また、頻繁に通行する橋の異常を見つけた場合の通報先を

住民に広く認識してもらうために、公報や町のHPを活用して情報提供などをお願い

する広報活動を検討いたします。 

橋梁長寿命化修繕計画は、２０１９年度～２０２１年度に実施した橋梁点検の結果を

もとに全管理橋梁 16９橋を対象に計画を策定しました。 



5. 対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本方針 

 

○ 橋の周辺状況や規模に応じた管理を実施し、橋の長寿命化と長期的な補修・架替え

にかかるコストの縮減・平準化を図っていきます。 

①主要橋梁；予防保全型管理（４８橋） 

 ⇒橋長 15ｍ以上の橋梁、架替を行った橋梁や通行不能となった場合に道路網に支

障をきたす橋梁 

大規模な修繕や架替えにかかわる費用が高価であることから、劣化が進行する前

に予防的に修繕を行なう『予防保全型管理』を実施していきます。 

※重点管理橋梁（６橋） 

主要橋梁のうち橋長 100ｍ以上の長大橋や、アーチ橋などの特殊な構造の橋梁に

ついては、架替えや大規模修繕が難しく、周囲に与える影響が大きいことから、

道路パトロールの頻度を増やすことで重点的な管理を実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②通常管理橋梁；対症療法型管理（６７橋） 

 ⇒15ｍ未満の橋梁、BOXカルバート 

大規模な修繕の費用が比較的安価であり、損傷の深刻化による交通障害が発生し

にくい橋梁は、当面は損傷が進行した後に状況に応じた応急処置により対応する

『対症療法型管理』を実施していき、将来は予防保全型管理に移行していきます。 

 

③その他の橋梁；観察保全型管理（４８橋） 

 ⇒5ｍ未満の橋梁、BOXカルバート、パイルベント橋台を有する橋梁 

  耐久性、耐震性に問題の生じやすい橋梁や、橋長 5ｍ未満の架替えにかかわる費

用が安価な橋梁は、定期点検により損傷状況を把握しつつ、適宜架替えや構造変

更を行う『計画的更新』を実施し、予防保全型管理に移行していきます。 

 

 

 

▲飯豊橋(橋長 213.5m) 

鋼橋 

▲須郷橋(橋長 110.0m) 

アーチ橋 

▲上白川橋(橋長 281.1m) 

PC橋 



○ 損傷が発生している箇所を部分的に直していくのではなく、橋の劣化要因となる水

を遮断する【水対策】を併せて実施する恒久的な対策によりトータルコストの縮減

を図ります。 

○ 点検・診断・補修の橋梁マネジメントサイクルを定着させ、効率的かつ効果的な維持

管理を実現します。 

○ 蓄積したデータを応用・反映させ、合理的な計画となるよう適宜改善を行なってい

きます。 
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6. 計画の概要 

 

（１）橋梁点検の診断結果 

２０１９年度～2021 年度に実施した点検・診断結果について、以下に示します。

（参考として前回の橋梁長寿命化計画策定時の数を（ ）内に示します。） 

前回の点検・診断結果と比較すると早期措置段階の橋梁が減少し、健全の橋梁が増加

しています。橋梁長寿命化修繕計画の実施により橋梁の健全性が向上したと考えられ

ます。 

・緊急措置段階；0橋（0橋） 

構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置を

講ずべき状態。 

・早期措置段階；24橋（55橋） 

構造物としての機能（主として道路橋としての構造安全性）に支障が生じる可能性

があり、早期に措置を講ずべき状態。 

道路橋としての構造安全性への影響はないが、主要部材の損傷を助長する可能性、

又は次回点検までに道路管理瑕疵が問われる可能性があり、早期に措置を講ずべき状

態。 

・予防保全段階；100橋（79橋） 

構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望

ましい状態。 

・健全；45橋（33橋） 

構造物の機能に支障が生じておらず、措置の必要がない状態。 

（２）修繕を実施する橋梁の優先順位 

・最新の点検結果から、主要な部材の損傷が激しく、通行に支障をきたす恐れのある

橋梁から修繕を実施します。 

・損傷が同程度の場合には、災害時に孤立する集落に架かる橋梁や凍結防止剤の散布

により損傷の進行が早いと思われる橋梁の修繕を優先します。 

・道路パトロール等により、早急な対応が必要となった橋梁については、通常維持工

事による応急対策、または点検強化により対応します。 

（３）修繕実施までの管理体制 

橋梁の修繕は、優先順位の高いものから順次実施していきます。そのため、点検後修

繕まで時間がかかるものが発生します。それらの橋梁は道路パトロールにより重点的

に監視を行い、異常が発生した場合は早期に対応を行います。 

  ※補修計画・架替え計画については、最新の橋梁点検や道路パトロールによる結果を

踏まえ、必要に応じて見直しを行ないます。  

  



7. 新技術の活用 

8. 集約化・撤去 

9. 維持管理費用（コスト）の縮減 

10. 対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替え時期 

新技術の活用を積極的に行うことで従来技術からの作業の高度化、効率化を図ります。 

新技術の活用目標としては、令和８年度までに管理する橋梁のうち、7橋で新技術を活

用し、従来の維持管理費から約 500万円の事業費の縮減を目標に実施します。 

建設当初からの土地利用の変化などから今後の利用者が減少する橋梁や、近隣に代替可

能な橋梁に対して集約化・撤去を検討します。また利用形態から通行を歩行者に限定する

などの機能転換も併せて検討し、今後、橋梁の老朽化に伴い増加する維持管理費の縮減を

図ります。 

なお、集約化・撤去に関しては、周辺の地域住民の意見や撤去前に通行止め期間を設定

し、撤去後の影響を十分に考慮したうえで実施します。 

令和８年度までに管理する橋梁のうち、1橋の集約化・撤去を目標に従来の維持管理費

（点検費＋修繕費等）から約 300万円の事業費の縮減を目指します。 

新技術の活用や集約化・撤去を積極的に実施することで作業の効率化を図り、維持管理

費（点検費＋修繕費）の縮減を図ります。 

令和８年度までに従来の維持管理費から約 800万円の維持管理費用（コスト）の縮減

を目標に実施します。 

R4年度飯豊町 橋梁長寿命化修繕計画 年次計画に示す内容で実施致します。 



11. 橋梁長寿命化修繕計画による効果 

 

飯豊町が管理する橋梁について、点検結果を基に予算シミュレーションを行い、今後

50年間の将来の維持管理費予測を行ないました。 

 シミュレーションは町の置かれている課題を考慮し、以下の点に留意して行いました。 

 課題 緊急対応が必要な重大な損傷はないものの、凍害によるコンクリートの欠

損や経年劣化による鋼部材の腐食が進行しており、これらの損傷は比較的

多くの橋梁に見られる状況です。 

留意点 

 ・橋梁を健全な状態に戻すために早期に対策を実施していきます。 

 ・損傷が軽微な主要橋梁についても、予防保全的な修繕を積極的に実施し、長寿 

命化を図ります。 

 ・凍結防止剤による塩害の可能性も考慮しながら実施していきます。 

○長期的なコスト縮減効果 

長寿命化修繕計画に基づいて損傷を早期に改善することで、その後の維持管理が容易

となり長期的なコストの縮減が可能となります。 

今後５０年間の維持管理費は 106 億円⇒30 億円(▲76 億円)となり、従来の管理手

法に比べて約７割の縮減効果が見込まれます。 

○ 予算の平準化 

コスト縮減を図るとともに、架替えにかかわる費用が高い主要橋梁を早期に修繕し、

長寿命化することで、架替えに要する負担を長期的に平準化することができ、厳しい予

算の中で計画的な修繕を行なう事が可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約７１％ 

コスト縮減 

▲今後 50年間の維持管理費の比較 
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